
        
 
 
 
 
 

岬
町
俳
句
＆
ハ
イ
ク 

孝
子
吟
行
俳
句
集 

  

第
三
回
岬
町
俳
句
＆
ハ
イ
ク
実
行
委
員
会 
岬

町

・
岬

町

教

育

委

員

会 



  
 
 
 

里
山
の
落
葉
ふ
む
音
詩
と
な
り 

 
 
 
 
 

橋
爪 

隆
子 

    
 
 
 

柿
の
道
谷
内
六
郎
来
る
や
う
な 

 
 
 
 
 

夏 
 

礼
子 

  
 
 
 

人
の
世
の
嵐
の
外
や
冬
苺 
 
 
 
 
 
 
 

南
出
佐
代
子 

 

岬
町
教
育
長
賞 

岬
町
長
賞 

 
 

冬
日
射
す
里
山
今
も
少
年
期 

 
 
 
 
 
 

田
中 

繁
樹 

 



   
 
 
 
 

里
山
の
太
き
焚
火
に
辿
り
着
く 

 
 
 
 
 

岡
田 

耕
治 

 
 
 
 
 

冬
苺
摘
み
て
く
れ
た
る
指
太
き 

 
 
 
 
 

中
谷
幸
治
郎 

 
 
 
 
 

冬
も
み
じ
峠
が
分
か
つ
風
の
色 

 
 
 
 
 

杉
原
美
佐
子 

 
 
 
 
 

渓
川
の
水
の
煌
き
枇
杷
の
花 

 
 
 
 
 
 

佛
願
日
出
夫 

 
 
 
 
 

木
洩
れ
日
の
届
か
ぬ
先
の
冬
苺 

 
 
 
 
 

三
倉 

澄
子 

 
 
 
 
 

廃
校
の
碑
を
彩
り
ぬ
実
南
天 

 
 
 
 
 
 

近
藤 

陽
子 

 

山
田
弘
子 

選 
特
選 

 
 

冬
日
射
す
里
山
今
も
少
年
期 
 
 
 
 
 
 

田
中 

繁
樹 

入
選 

 
 

里
山
の
落
葉
ふ
む
音
詩
と
な
り 

 
 
 
 
 

橋
爪 

隆
子 

 



   
 
 
 
 

こ
こ
か
ら
の
罠
冬
に
入
る
け
も
の
道 

 
 
 

岡
田 

耕
治 

 
 
 
 
 

冬
苺
摘
み
て
く
れ
た
る
指
太
き 

 
 
 
 
 

中
谷
幸
治
郎 

 
 
 
 
 

竹
墨
の
竹
積
み
あ
げ
て
冬
に
入
る 

 
 
 
 

松
村 

節
子 

 
 
 
 
 

学
校
の
歴
史
見
つ
づ
け
散
る
銀
杏 

 
 
 
 

米
原 

孝
雄 

 
 
 
 
 

里
山
は
猪
の
道
木
の
実
降
る 

 
 
 
 
 
 

相
澤
美
智
子 

 
 
 
 
 

柿
の
道
谷
内
六
郎
来
る
や
う
な 

 
 
 
 
 

夏 
 

礼
子 

 

岩
垣
子
鹿 

選 
特
選 

 
 

の
ら
く
ろ
に
似
た
る
仔
犬
の
草
じ
ら
み 
 
 

三
倉 

澄
子 

入
選 

 
 

廃
校
の
メ
タ
セ
コ
イ
ア
や
小
鳥
来
る 

 
 
 

甲
斐 

浩
子 

 



  
 
 
 
 

鈴
な
り
の
柿
の
熟
れ
よ
う
空
展
ぐ 

 
 
 
 

八
十
田
正
代 

 
 
 
 
 

竹
墨
の
竹
積
み
あ
げ
て
冬
に
入
る 

 
 
 
 

松
村 

節
子 

 
 
 
 
 

柿
万
灯
孝
子
の
里
の
築
地
壁 

 
 
 
 
 
 

楽 

沙
千
子 

 
 
 
 
 

ど
ん
ぐ
り
や
見
上
げ
て
樹
々
の
名
を
知
ら
ず 

森
本 

恵
子 

  

藤
本
草
四
郎 

選 
特
選 

 
 

渓
川
の
水
の
煌
き
枇
杷
の
花 
 
 
 
 
 
 

佛
願
日
出
夫 

入
選 

 
 

廃
校
の
メ
タ
セ
コ
イ
ア
や
小
鳥
来
る 

 
 
 

甲
斐 

浩
子 

 



  
 
 
 
 

木
の
実
落
つ
山
中
の
寂
く
つ
が
へ
し 

 
 
 

本
田 

昭
二 

 
 
 
 
 

冬
も
み
じ
峠
が
分
か
つ
風
の
色 

 
 
 
 
 

杉
原
美
佐
子 

 
 
 
 
 

渓
川
の
水
の
煌
き
枇
杷
の
花 

 
 
 
 
 
 

佛
願
日
出
夫 

 
 
 
 
 

山
眠
る
ふ
わ
っ
と
起
き
て
笑
う
母 

 
 
 
 

加
地 

弘
子 

 
 
 
 
 

く
れ
な
い
に
染
ま
る
風
あ
り
は
ぜ
紅
葉 

 
 

橋
本 

 

寛 

 
 
 
 
 

声
高
き
孝
子
の
森
の
小
春
か
な 

 
 
 
 
 

広
田 

善
保 

  

藤
井
冨
美
子 

選 
特
選 

 
 

百
年
の
学
舎
休
み
銀
杏
散
る 
 
 
 
 
 
 

古
屋
敷
光
子 

入
選 

 
 

木
目
浮
く
休
校
に
思
惟
黄
葉
散
る 

 
 
 
 

佐
竹 

昭
司 

 



   
 
 
 
 

か
ご
の
木
の
透
け
て
沼
池
冬
ざ
る
る 

 
 
 

八
十
田
正
代 

 
 
 
 
 

冬
も
み
じ
峠
が
分
か
つ
風
の
色 

 
 
 
 
 

杉
原
美
佐
子 

 
 
 
 
 

渓
川
の
水
の
煌
き
枇
杷
の
花 

 
 
 
 
 
 

佛
願
日
出
夫 

 
 
 
 
 

学
校
の
歴
史
見
つ
づ
け
散
る
銀
杏 

 
 
 
 

米
原 

孝
雄 

 
 
 
 
 

山
寺
の
厨
子
の
秘
仏
も
冬
に
入
る 

 
 
 
 

米
原
美
智
代 

 
 
 
 
 

猪
の
狼
藉
の
こ
す
孝
子
の
森 

 
 
 
 
 
 

坂
原 

 

梢 

 

花
谷
和
子 

選 
特
選 

 
 

母
校
向
く
兵
士
の
墓
石
銀
杏
散
る 
 
 
 
 

中
谷
幸
治
郎 

入
選 

 
 

山
門
に
冬
蝶
あ
そ
ぶ
里
日
和 
 
 
 
 
 
 

久
堀 

博
美 

 



      
 
 
 
 

秋
天
へ
メ
タ
セ
コ
イ
ア
は
伸
び
つ
づ
け 

 
 

本
田 

昭
二 

 
 
 
 
 

里
山
の
太
き
焚
火
に
辿
り
着
く 

 
 
 
 
 

岡
田 

耕
治 

 
 
 
 
 

山
寺
の
厨
子
の
秘
仏
も
冬
に
入
る 

 
 
 
 

米
原
美
智
代 

 

岡 

典
子 

選 
特
選 

 
 

銀
杏
散
る
風
の
中
な
る
忠
魂
碑 
 
 
 
 
 

谷
川
す
み
れ 

入
選 

 
 

冬
日
射
す
里
山
今
も
少
年
期 
 
 
 
 
 
 

田
中 

繁
樹 

 



  

岡
田
耕
治 

選 
特
選 

 
 

廃
校
の
桜
裸
木
の
冬
芽
か
な 
 
 
 
 
 
 

澤
本 

祐
子 

入
選 

 
 

廃
校
を
彩
り
つ
づ
け
銀
杏
散
る 

 
 
 
 
 

中
村 

静
子 

学
校
の
歴
史
見
つ
づ
け
散
る
銀
杏 

 
 
 
 

米
原 

孝
雄 

休
校
や
真
っ
只
中
の
散
り
黄
葉 

 
 
 
 
 

亀
井
富
美
子 

声
高
き
孝
子
の
森
の
小
春
か
な 

 
 
 
 
 

広
田 

善
保 

山
寺
の
厨
子
の
秘
仏
も
冬
に
入
る 

 
 
 
 

米
原
美
智
代 

冬
の
日
を
背
中
に
あ
て
て
里
の
山 

 
 
 
 

加
地 

弘
子 

冬
日
射
す
里
山
今
も
少
年
期 

 
 
 
 
 
 

田
中 

繁
樹 

柿
の
道
谷
内
六
郎
来
る
や
う
な 

 
 
 
 
 

夏 
 

礼
子 

 



 

人
の
世
の
嵐
の
外
や
冬
苺 

 
 
 
 
 
 
 

南
出
佐
代
子 

冬
苺
摘
み
て
く
れ
た
る
指
太
き 

 
 
 
 
 

中
谷
幸
治
郎 

散
る
間
際
銀
杏
の
揺
れ
の
激
し
か
り 
 
 
 

谷
川
す
み
れ 

里
山
に
陽
の
や
わ
ら
か
く
木
の
実
降
る 

 
 

永
田 

文
江 

秋
天
へ
メ
タ
セ
コ
イ
ア
は
伸
び
つ
づ
け 

 
 

本
田 

昭
二 

北
向
き
の
安
産
地
蔵
つ
る
し
柿 

 
 
 
 
 

今
川 

静
香 

  



 

こ
の
度
、「
岬
町
俳
句
＆
ハ
イ
ク
孝
子
吟
行
」
に
ご
参
加
い

た
だ
き
ま
し
た
皆
さ
ん
、
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
さ
ん

に
、
ま
ず
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

  

当
日
（
平
成
二
〇
年
十
一
月
十
五
（
土
）
午
後
）
は
、
合

計
四
十
五
名
の
参
加
者
を
得
て
、
ス
タ
ッ
フ
と
も
ど
も
休
校

中
の
孝
子
小
学
校
か
ら
里
山
と
し
て
地
域
の
方
々
が
大
切
に

さ
れ
て
い
る
孝
子
の
森
へ
と
豊
か
な
自
然
を
散
策
し
、
本
集

に
収
録
し
た
す
ば
ら
し
い
俳
句
が
生
ま
れ
ま
し
た
。 

後 

記 
今
回
の
孝
子
吟
行
は
、「
大
阪
都
心
か
ら
一
時
間
。
歴
史
と

伝
統
の
あ
る
レ
ジ
ャ
ー
ス
ポ
ッ
ト
岬
町
。
き
れ
い
な
空
気
、

景
色
の
中
で
健
康
的
・
知
的
に
遊
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？ 

大

阪
最
南
端
の
岬
町
一
緒
に
俳
句
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。」と
呼

び
か
け
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

  

ま
た
、
後
日
、
大
阪
俳
人
ク
ラ
ブ
の
山
田
弘
子
会
長
（「
円

虹
」
主
宰
）
を
は
じ
め
、
岩
垣
子
鹿
先
生
（「
未
央
」
主
宰
）、

藤
本
草
四
郎
先
生
（「
半
夜
」
主
宰
）、
藤
井
冨
美
子
先
生
（「
群

蜂
」
主
宰
）、
花
谷
和
子
先
生
（「
藍
」
主
宰
）
の
ご
指
導
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
こ
と
は
、
参
加
者
に
と
っ
て
何

よ
り
の
励
み
に
な
る
こ
と
と
存
じ
ま
す
。
こ
の
場
を
お
借
り

し
て
、
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

な
お
、
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
本
集
の
刊
行
に
当
た
り

株
式
会
社
泉
州
銀
行
の
協
賛
を
い
た
だ
い
た
こ
と
を
申
し
添

え
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

本
集
に
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
作
品
は
、
岬
町
の
住
民

の
み
な
さ
ん
に
た
の
し
ん
で
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
今
後
岬

町
の
Ｐ
Ｒ
な
ど
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

平
成
二
十
一
年
五
月 

岬
町
俳
句
＆
ハ
イ
ク
実
行
委
員
会 

 



                 

     
  

岬
町
俳
句
＆
ハ
イ
ク 

孝
子
吟
行
俳
句
集 

  

平
成
二
一
年
五
月
二
八
日 

印
刷 

 

平
成
二
一
年
五
月
二
八
日 

発
行 

  

発
行
者 

岬
町
俳
句
＆
ハ
イ
ク
実
行
委
員
会 

 
 
 
 
 

岬
町
・
岬
町
教
育
委
員
会 

  

連
絡
先 岬
町
企
画
部
内
「
岬
町

句
＆
ハ
イ
ク
」
係 

俳

〒
五
九
九
―
〇
三
九
二  

大
阪
府

南
郡
岬
町
深
日
二
〇
〇
〇
―
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